別添１

春秋褒章候補者選定及び書類作成についての留意事項

１．厚生分野・労働分野共通事項

1 推薦基準について

褒章候補者の推薦基準については、平成１５年５月２３日付厚生労働省発人第0523005号「春秋褒章候補者の推薦について」、同日付人発第0523002号「春秋褒章候補者の推薦について」を参照し、間違いがないようご留意願います。

なお、国家の栄典である褒章の主旨、候補者選定にあたっての総論的な留意事項、書類作成についての基本的事項については「栄典事務の手引」（内閣府賞勲局総務課編集）を参照願います。

2 事前協議案件について

（1） 新しい分野の候補者

（2） 過去に協議書類を提出後、取下げ等をしたことがある候補者

（3） 再度の褒章を希望する候補者

（4） 栄典の受章環境について検討を要する候補者（注）･･･別添２参照
（※別紙５の提出が必要）
上記（ア）～（エ）に該当する候補者の推薦を予定している場合には、当該事務連絡の回答とは別に、至急担当係に連絡願います。
なお、過去に取り下げを行った候補者（他省庁推薦での取り下げも含む）を再度推薦する場合についても忘れずに、必ず連絡願います。

（注）（エ）は、候補者又は候補者の関係する法人等が、①刑罰を受けた場合、②警察等の取り調べを受けた場合、③所得税法、法人税法等に基づく重加算税を賦課された場合、④独禁法に基づく調査、審決、命令等を受けた場合、⑤許認可取消、営業停止等の行政処分を受けた場合、⑥訴訟が係属中である場合、⑦不祥事等について報道があった場合、⑧事故を起こした場合、⑨懲戒処分を受けた場合、⑩法人等の経営状況に問題がある場合、⑪その他栄典の受章環境について検討が必要と思われる場合などが該当する。

3 元職の候補者について

　平成１５年秋の栄典制度改革により、褒章については原則として、現職の者を候補者とすることとなっております。

但し、諸事情により、元職の候補者の推薦を予定している場合は、「優れた事績」を上げた候補者であり、当該職を辞してから相当期間（概ね１年程度、民生・児童委員については３年）経過していない者とし、主要経歴欄に「元　○○」と記入すると共に、その理由を推薦理由書として任意様式（Ａ４・１枚程度）にまとめ提出して下さい。（但し、黄綬褒章の自立更生者については提出不要。）
なお、現職の考え方について不明な点がある場合は担当係にご相談ください。
4 他省庁所管分野の功績がある候補者について

他功績（他省庁所管団体役員歴等）のある候補者を推薦するときは、他省庁との重複推薦等を防止するため、必ず事前に所管省庁及び当該団体等に対して栄典の評価対象か否か等を確認し、「他功績調査書」（別紙３）を提出して下さい（必須）。
5 褒章止めについて
従来、「国家の栄典である叙勲・褒章の受章機会は各個人の生涯で一度であることが望ましい」という観点から、いわゆる褒章止め（褒章受章後に当該受章者を叙勲推薦の対象としない）という取扱いがなされてきました。しかし、褒章受章者が年々減少してきているという状況に鑑み、褒章止めの取扱いを廃止するという見解が内閣府賞勲局より出されました。
しかしながら、褒章受章後の叙勲受章の要件である、

・褒章受章後５年以上経過していること

・褒章受章後に功績の伸びがあること

の２点については、従来どおりであるため、褒章受章後に叙勲受章の要件を満たす可能性の高い候補者については、これまでどおり充分に検討のうえ、推薦をされるようお願いします。

どの程度の功績の伸びが必要かについては、厚生分野は栄典第一係、労働分野は栄典第二係に個別にご相談下さい。

（例）これまで70歳を超えての褒章受章者は「褒章止め」とされていたが、70歳を超えて褒章を受章しても、その後の功績の伸び次第では叙勲受章もあり得ること。

6 既に叙勲の推薦基準を満たしている候補者について

叙勲の推薦基準を満たす者については、原則として叙勲推薦することとなっているため留意して下さい。

但し、諸事情により褒章候補者として推薦を予定している場合には、その理由を推薦理由書として任意様式（Ａ４・１枚程度）にまとめ提出して下さい。

7 功績調書の作成について

叙勲は功労を総合的に評価するのに対し、褒章は褒章条例に定める特定の分野の優れた事績に対して評価されるため、功績調書の作成に当たっては、主要経歴、功績名で挙げるものに対して具体的かつ重点的に功績を作成してください。それらに対しての優れた事績がない場合には、推薦不可・取り下げとなる場合があることを十分留意してください。

8 褒章候補者に係る優れた事績の概要（別紙４）の作成について

上記⑦でも説明していますが、上記功績調書を元に特に重点的に優れた事績について記載してください。但し、民生・児童委員の藍綬褒章候補者については提出不要です。
２．厚生分野の候補者に係る留意事項

1 緑綬褒章候補者について

（1） 要件となるボランティア活動による大臣表彰又は都道府県知事表彰の表彰歴を、審査票及び履歴書に記載すること。（大臣表彰受賞歴のない候補者については、当該候補者が受賞した知事表彰に関する規定（抜粋で可）を添付すること。）
（2） ボランティア活動証明書及び推薦基準を満たしていることが容易に確認できる活動実績内訳（個人については年単位、団体については月毎の活動回数を一覧表にまとめたもの）を添付すること。
※「ボランティア活動実績証明書」及び「活動実績内訳」の実績の記載については「週２回以上」等、推薦目安を明らかにクリアしていることが確認できるものとすること。ただし、過去の詳細な実績を把握できない場合は、活動をしていることが客観的に判断できればよいものとする。その際の活動実績内訳等については、「活動中」などと明記をすること。その際近年の活動実績が明確に分かるものについては、回数等を記載すること。特に点訳奉仕者の場合は、点訳した書籍とその頁数、点訳総頁数を記載した活動実績の内訳、音訳奉仕者の場合は音訳した書籍とその時間数、音訳総時間数を記載した活動実績の内訳を提出すること。
また、証明者は市町村の長、または社会福祉協議会の長であればよいが、その者の公印を押印した実績証明書を提出すること。
（3） 審査票の功績名欄については「社会奉仕活動功績」となる。

（4） 審査票の事績概要欄については次のとおりとなる。

· 個人「多年自ら進んで社会奉仕活動に献身したこと」

· 団体「多年社会奉仕活動に従事したこと」
※ 句読点は記入しない。
（5） 団体については組織の概要がわかる資料及び「団体の規模及び事業概況等  　調書」を添付すること。また、団体の構成員がわかる資料も添付すること。
（6） 優れた事績の概要（別紙４）を提出すること。

（7） 推薦目安については、令和2年春の褒章推薦にあたっては、平成15年５月23日付人発第0523002号「春秋褒章候補者の推薦について」別表第１によることなく、別添の緑綬褒章【代表例】を参照すること。
※活動実績が【代表例】の分類のいくつかに該当する場合は、活動のなかでの主なものと、その活動が推薦目安を満たしていることを記載すること。

【代表例】に記載のない社会奉仕活動者及び児童健全育成分野の候補者については、事前に当係あて照会すること。

（ク）　緑綬褒章団体の場合は、役員名簿（別紙6）を添付するとともに、電子媒体を担当あて送付すること。
　　（ケ）　団体については、褒章の授与はなく、褒状の授与のみとなりますので、ご留意ください。
2 黄綬褒章候補者について

（1） 要件となる大臣表彰又は都道府県知事表彰の表彰歴（表彰の功労名含む）を、審査票及び履歴書に記載すること。（大臣表彰受賞歴のない候補者については、当該候補者が受賞した知事表彰に関する規定（抜粋で可）を添付すること。）
（2） 看護師、鍼灸師、理容師等の資格番号を審査票及び履歴書に記載すること。

（3） 自立更生者については、障害等級調書（身体障害者手帳交付年月日を記載）を添付すること。
（4） ホームヘルパー（訪問介護員）については、派遣対象者と直接接する業務に従事していることがわかる従事証明書を添付すること。

（5） 寮母（施設介護員）等については、基本的には従事証明書は不要であるが、管理職的立場にある期間はそれぞれの業務歴（おおむね２０年以上）に算入できないため、役職名から従事内容が判断し難い場合には、現場第一線で従事している期間がわかる形の従事証明書を添付すること。
（6） 審査票の功績名欄については「業務精励（○○○）」となる。（○には職種である「ホームヘルパー」、「鍼灸マッサージ業」、「看護師」、「支援員」（介護職員の場合）等が入る。）

（7） 審査票の事績概要欄については次のとおりとなる。

· 自立更生者「多年自己の障害を克服し他の障害者の指導に尽力したこと」

· その他「多年○○○としてよく職務に精励したこと」
※ 句読点は記入しない。
（8） 生業にかかる「事業所概況調書」を添付すること。（備考欄には役員の内訳を記載すること。）

（9） 団体歴がある場合は「団体の規模及び事業概況等調書」を添付すること。

（10） 優れた事績の概要（別紙４）をメールにて提出すること。

（11） 他省庁所管分野の功績がある場合は、他功績調査書（別紙３）を提出すること。（必須）
3 藍綬褒章候補者について

（1） 藍綬褒章の候補者（民生・児童委員を除く）については、要件となる「優れた事績」が他の分野に比べて厳しく審査されるため、「優れた事績」については十分に内部検討したうえで推薦を行うこと。　　　　　　　　　　　　　　

功績調書には、どのような背景があり、それに関してどのような取組を行い、結果としてどのような効果が上がったのかを具体的にまとめ、効果については客観的資料（データ、数値）で補足し、専門・技術的用語には注釈を入れる等、理解しやすい記載とすること。　　　　　

また、褒章は功績名に記載された功績に対し、褒め称えるものであるので、功績名に記載された功績についてよく精査し、優れた事績の概要（別紙４）に記載すること。
なお、団体役員、施設長に関しては、以下に挙げる事項については優れた事績に当たらないとされているため参考とされたい。

· 団体の事業遂行のために会員の意見集約に努めた（努めただけでなく、当該集約された意見を広く公に発表又は行政に対し働きかけを行い、結果として当該事業が全国的に波及し効果をあげた、国の政策方針等に影響を及ぼした等、公衆の利益を興したことを客観的に説明可能であれば事績となる。）
· 会員の取り扱う品目の消費拡大のため団体活動の活性化に努めた（努めただけでなく、効果として売上高大幅アップを数値化して説明可能であれば事績となる。）
· 製品の安定供給のための市場環境の整備に努めた（努めただけでなく、具体的に市場環境整備の手法及び効果を数値化して説明可能であれば事績となる。）
· 同業者の経営改善に努めた（努めただけでなく、具体的な経営改善の手法及び効果（赤字から黒字への転換）を数値化して説明可能であれば事績となる。）
· 法律改正等への対応に際し適切な情報を提供した（情報提供にとどまらず、業界に対する影響、問題点、今後の対応方針を踏まえたうえで各種対策を講じ、結果として公衆の利益に繋がったことを客観的に説明可能であれば事績となる。）
· 会員の意識改革のため第三者を講師とする講演会を企画した（各種講習会等の企画・開催については、参加人数以外の効果を数値化して説明することが困難であるため事績としては認められていない。）
· 業界の活性化を図るため各種イベントを企画成功させた（各種イベント等の企画・開催については、参加人数以外の効果を数値化して説明することが困難であるため事績としては認められていない。）
（2） 大臣表彰又は都道府県知事表彰が要件となっている分野について
・当該表彰歴を審査票及び履歴書に記載すること。（大臣表彰受賞歴のない候補　　者については、当該候補者が受賞した知事表彰に関する規定（抜粋で可）を添付すること。）
・表彰内容を明記すること。民生・児童委員の場合は、「社会福祉功労」ではなく、「民生・児童委員功労」と記載すること。
（3） 主要経歴について、病院及び社会福祉施設の医療法人名、社会福祉法人名は記載しないこと。

（4） 審査票の功績名欄については次のとおりとなる。

· 病院長、医師会役員等「保健衛生功績」「薬事功績」

· 社会福祉法人理事長、社会福祉施設長、民生・児童委員「社会福祉功績」

· 生活衛生同業組合団体役員等「生活衛生功績」

· 戦傷戦没関係団体役員等「援護功績」

（5） 審査票の事績概要欄については次のとおりとなる。

· 団体役員「多年○○関係団体の要職にあって斯界の向上に寄与したこと」（○には「保健衛生」「生活衛生」「援護」「社会福祉」のいずれかが入る）

· 病院、施設長等「多年○○長として周到綿密よく職務を遂行したこと」

例：「多年特別養護老人ホームの長として周到綿密よく職務を遂行したこと」、「多年保育所の長として周到綿密よく職務を遂行したこと」

· 社会福祉法人理事長「多年社会福祉事業に携わり業界の発展に寄与したこと」

· 民生児童委員「多年民生児童委員として社会福祉の増進に寄与したこと」

※民生・児童委員の審査票の記載は次のとおりとなるので留意すること。

・主要経歴「現　民生・児童委員」

・事績概要「多年民生児童委員として社会福祉の増進に寄与したこと」

（事績概要は、「民生」と「児童」の間に「・」は記入しない。）
　　　　　　※句読点は記入しない。
（6） 生業にかかる「事業所概況調書」を添付すること。（備考欄には役員の内訳を記載すること）

（7） 団体歴がある場合は「団体の規模及び事業概況等調書」を添付すること。

（8） 優れた事績の概要（別紙４）を提出すること。

（9） 他省庁所管分野の功績がある場合は、他功績調査書（別紙３）を提出すること（必須）。
（10） 既に叙勲の推薦基準を満たしている民生・児童委員を推薦する場合は、擬叙及び褒章候補者として推薦する理由を推薦理由書として任意様式（Ａ４・１枚）にまとめて添付すること。
３．労働分野の候補者に係る留意事項

1 黄綬褒章候補者について

（1） 　基本的に卓越技能大臣表彰受賞者を対象としていること。
（2） 「技能検定功労」、「職業訓練功労」、「職業紹介功労」等に対する厚生労働大臣表彰受賞者は叙勲Ⅱ類の対象とし、原則黄綬褒章の対象としていないところであるが、従業員の数が原則として１１人以上の事業主の場合は、人目につかない分野とはいえず叙勲Ⅱ類の対象とならないことから、当該大臣表彰受賞者でこれに該当する者（叙勲Ⅱ類の対象とならない者）については黄綬褒章の推薦対象とすること。なお、叙勲Ⅱ類の対象となる者であるか疑義が生じる場合は、事前に照会されたい。
（3） 　要件となる大臣表彰の表彰歴を、審査票及び履歴書に記載すること。
（記載例：平成３０年１１月厚生労働大臣表彰受賞（卓越技能））
（4） 　審査票の功績名欄については「業務精励（○○○・卓越技能）」、「業務精励（○○○・技能検定）」等となる。（○には職種名「○○工」「○○師」等が入る）
（5） 　審査票の事績概要欄については「多年○○○としてよく職務に精励したこと」となる。（○には職種名「○○工」「○○師」等が入る）
※句読点は記入しない。
ただし、「○○業」のように業種名で大臣表彰を受賞した方を推薦する場合は、予めご相談ください。
（6） 　候補者が技能検定委員である場合は、審査票及び履歴書に職種を括弧書きで記載すること。
（7） 　卓越技能に関する資料として、中央職業能力開発協会編「現代の名工」の該当ページのコピーを添付すること。なお、平成22年以降の卓越受章者については、厚生労働大臣表彰推薦時の調書（卓越した技能の概要）（片面印刷）を提出すること。
（8） 　卓越技能に関して、どういった技能が同業他者に比べて優れているのか、候補者ならではの技能がわかる説明資料を添付すること。その際、写真、図説等を積極的に活用すること。（説明資料は、２，３枚程度でポイントを絞ったものでお願いします。）また、専門用語が出てくる場合は、用語説明一覧を添付すること。
（9） 　各種免許証、資格証、表彰状等の写しについては添付しないこと。
（10） 　大臣表彰を受賞した分野に携わっていた生業全ての「事業所概況調書」を添付すること。（備考欄には役員の内訳を記載すること。）なお、当時の情報が不明な場合、「不明」の記載でも構わないが、事業内容については明確に記載すること。また、当該内容を審査票の会社の規模欄にも記載すること。
（11） 　団体歴がある場合は「団体の規模及び事業概況等調書」を添付すること。
（12） 　優れた事績の概要（別紙４）を提出すること。（功績調書、「現代の名工」または「厚生労働大臣表彰推薦時の調書（卓越した技能の概要）」の記載内容を要約したもの。）
（13） 　他省庁所管分野の功績の確認を行った結果については、他功績調査書（別紙３）を提出すること（必須）。
（14） 　候補者が経済産業省所管の「伝統工芸士」である場合は、卓越技能黄綬褒章受章後の「伝統工芸士」としての叙勲推薦（経済産業省Ⅱ類分野）は、褒章止めの取扱いの廃止を踏まえ一律不可となるものではないが、褒章受章後の叙勲受章の要件を十分留意すること。
（15） 　推薦人数が複数となる場合には、令和2年春褒章候補者名簿（別紙２）に推薦順位を記載すること。
2 藍綬褒章候補者について

（1） 　労働分野については、基本的に公同の事務（労働委員会委員等）を対象としていること。
（2） 　藍綬褒章の候補者については、要件となる「優れた事績」が他の分野に比べて厳しく審査されるため、「優れた事績」については十分に内部検討した上で推薦を行うこと。

功績調書には、どのような背景があり、それに関してどのような取り組みを行い、結果としてどのような効果が上がったのかを具体的にまとめ、効果については客観的資料（データ、数値）で補足し、専門・技術用語には注釈を入れる等、理解しやすい記載とすること。

（3） 　審査票の功績名欄について、労働委員会委員は「労働行政功績」となる。

（4） 　審査票の事績概要欄については「多年○○○として周到綿密よく職務を遂行したこと」となる。
例：「多年労働委員会委員として周到綿密よく職務を遂行したこと」
※句読点は記入しない。

（5） 　生業にかかる「事業所概況調書」を添付すること。（備考欄には役員の内訳を記載すること）

（6） 　団体歴がある場合は「団体の規模及び事業概況等調書」を添付すること。

（7） 　労働委員会委員については、候補者が取り扱った事件の一覧を添付すること。

（8） 　過去の叙勲・褒章受章者一覧を添付すること。

（9） 　労働委員会委員等についても、優れた事績の概要（別紙４）を提出すること。
（10） 　他省庁所管分野の功績の確認を行った結果については、他功績調査書（別紙３）を提出すること（必須）。
４．その他

　本留意事項の他、別添３「令和2年春の褒章に関する書類作成上の注意点」及び別添４「褒章関係質問集（Ｑ＆Ａ）（令和2年春）」についても参考として下さい。
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